
　

今
回
の
質
問
は
大
綱

2
件
「
将
来
の
消
防
力

の
あ
り
方
」
と
「
放
課

後
の
学
童
保
育
」
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
国
の

取
り
決
め
へ
の
対
応
や
取
り
組
み
に
つ
い
て

た
だ
し
ま
し
た
。

　

消
防
力
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
き
く

3
つ
の
観
点
か
ら
質
問
や
提
案
を
し
ま
し
た
。

① 

全
体
の
消
防
力
の
あ
り
方
と
し
て
、
現
況

の
活
動
範
囲
や
特
性
を
示
し
、
今
後
の
本

庁
舎
建
て
替
え
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

② 

登
別
支
署
と
登
別
温
泉
支
署
の
統
合
に
つ

い
て
経
緯
な
ど
を
聞
き
、
機
能
充
実
や
住

民
理
解
を
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
建
設
構
想

の
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
平
成
27
年
度
中

に
、
利
用
開
始
は
平
成
31
年
か
ら
32
年
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

③ 

消
防
団
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
か
ら
手
当
や
装
備
品
な
ど
を
充
実

し
、
活
動
内
容
も
広
げ
る
と
の
答
弁
を
頂

き
ま
し
た
。

　

放
課
後
の
学
童
保
育
に
つ
い
て
は
、
国
か

ら
出
さ
れ
た
「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」

へ
の
対
応
に
つ
い
て
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
「
児
童
館
」
の
連

携
と
拡
充
の
方
針
を
た
だ
し
、
「
女
性
が
輝

く
社
会
」
や
「
全
て
の
児
童
の
安
全
・
安
心

な
居
場
所
づ
く
り
」
の
実
施
を
提
起
し
ま
し

た
。

質　

代
表
選
手
の
育
成

と
支
援
に
つ
い
て
の
現

状
と
今
後
の
展
望
は
。

答　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

地
元
選
手
が
活
躍
す
る
こ
と
は
地
域
の
活
性

化
は
も
と
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
目

標
と
な
り
、
夢
と
感
動
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ

ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
全
国
、

全
道
大
会
へ
の
出
場
を
支
援
す
る
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
一
流
選
手
を
招
き
、
模
範
演
技
や

実
技
指
導
、
講
演
会
な
ど
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

選
手
と
触
れ
合
え
る
機
会
の
創
出
、
各
競
技

団
体
や
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し

た
事
業
の
企
画
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
よ
う
施
策

の
方
向
性
を
探
り
た
い
。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
観
光
の
融
合
に
よ
り
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
と
い
う
、
今
ま
さ

に
取
り
組
む
べ
き
施
策
で
あ
る
。
教
育
部
門

と
観
光
部
門
な
ど
の
所
管
が
ま
た
が
る
施
策

に
対
し
、
縦
割
り
的
な
体
制
や
考
え
方
で
は
、

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ

づ
ら
く
、
調
整
や
決
定
も
で
き
に
く
い
。
庁

内
組
織
や
人
材
、
情
報
の
受
発
信
な
ど
課
題

を
精
査
し
、
国
や
他
自
治
体
の
動
向
に
注
視

し
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
と
提
言
し
た
。

　

8
月
20
日
に
甚
大
な

被
害
が
あ
っ
た
広
島
の

土
砂
災
害
を
教
訓
に
、

大
雨
に
よ
る
防
災
・
減

災
に
つ
い
て
、
ま
た
昨

今
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
認
知
症
高
齢
者

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
の
2
件
を
質
問
し
た
。

　

本
市
は
オ
ロ
フ
レ
山
系
に
よ
り
道
内
で
も

年
間
降
水
量
が
最
も
多
い
市
町
村
の
一
つ
で
、

こ
れ
か
ら
は
異
常
気
象
も
頻
繁
に
起
こ
る
と

想
定
し
た
対
策
が
必
要
と
の
思
い
か
ら
、
土

砂
災
害
危
険
箇
所
の
状
況
、
河
川
の
中
洲
対

策
や
水
位
情
報
の
周
知
方
法
、
下
水
道
の
雨

水
対
策
、
避
難
所
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
た

だ
し
た
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
26
箇
所
で
そ
の
区

域
内
に
は
避
難
所
も
数
箇
所
あ
る
。
登
別
温

泉
地
区
で
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
上
階
の
方
が
安

全
な
場
合
が
あ
る
の
で
、
避
難
所
利
用
に
つ

い
て
民
間
施
設
と
の
協
議
を
進
め
て
行
く
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
今
年
4
月

名
古
屋
高
裁
で
認
知
症
患
者
の
徘
徊
に
よ
る

電
車
事
故
で
死
亡
し
た
男
性
の
遺
族
に
対
し

て
損
害
賠
償
を
命
じ
た
判
決
が
出
た
こ
と
も

あ
り
、
社
会
が
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

の
思
い
か
ら
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
の
取
り
組
み

を
た
だ
し
た
。

　

登
別
市
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
本

市
の
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
と
今
後
の
考
え
方

に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し

た
。

質　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者

で
あ
る
市
が
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基

づ
き
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
地

域
特
性
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
る
の
で
す
か
。

答　

2
0
2
5
年
に
向
け
て
、
札
幌
市
な
ど

の
都
市
部
と
比
較
し
、
本
市
の
75
歳
以
上
の

人
の
増
加
は
緩
や
か
な
も
の
の
、
総
体
の
人

口
は
減
少
す
る
も
の
と
推
計
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
町
内
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
自
主

的
な
市
民
活
動
が
、
他
市
町
村
と
比
較
し
て

も
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
地
域
の
多
様
な

担
い
手
を
活
用
し
て
、
高
齢
者
の
在
宅
生
活

の
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
地

域
特
性
で
あ
る
自
主
的
な
活
動
を
続
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

全
市
民
安
全
の
た
め
の

全
市
民
安
全
の
た
め
の

  

消
防
力
の
あ
り
方
！

消
防
力
の
あ
り
方
！

杉　

尾　

直　

樹

東
京
五
輪
開
催
を
見
据
え
た

東
京
五
輪
開
催
を
見
据
え
た

  

地
域
の
活
性
化

地
域
の
活
性
化

成　

田　

昭　

浩

大
雨
に
よ
る
減
災
と

大
雨
に
よ
る
減
災
と

  

認
知
症
高
齢
者
を
守
る

認
知
症
高
齢
者
を
守
る

二　

瓶　

秀　

幸

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

  

に
つ
い
て

に
つ
い
て

木　

村　

純　

一

一 般 質 問一 般 質 問

39 議会だより でぃすかす



委 員 会 だ よ り委 員 会 だ よ り
　

議
長
諮
問
事
項
の
協
議
を
続
行
し
、
議

会
か
ら
の
積
極
的
な
政
策
提
案
等
に
向
け
、

議
員
・
委
員
会
・
会
派
の
取
り
組
み
フ
ロ

ー
図
の
明
示
と
、
議
員
個
々
の
提
起
を
議

会
意
思
と
し
て
確
立
す
る
「
議
員
間
の
協

議
の
場
の
設
置
要
綱
」
を
改
正
す
る
べ
く

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を

充
足
す
る
目
的
で
、
政
務
活
動
費
は
平
成

17
年
度
以
前
と
同
額
の
一
人
月
2
万
円
の

交
付
、
委
員
会
視
察
調
査
費
は
平
成
18
年

度
以
前
と
同
じ
毎
年
度
実
施
す
る
こ
と
で
、

各
会
派
の
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

議
会
基
本
条
例
の
理
解
と
基
本
条
例
に
基

づ
く
活
発
な
議
員
・
議
会
活
動
の
推
進
を

目
指
し
、
自
己
評
価
の
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
は
10
月
3
日
に
㈱
北
海
道
マ

リ
ン
パ
ー
ク
関
係
者
と
今
後
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
社
か
ら
は
須
川
支
配
人
と
木
津
総
務

部
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
須
川
支
配
人
か

ら
昨
年
度
の
入
込
客
数
が
31
万
8
千
人
を

記
録
し
、
中
で
も
台
湾
か
ら
の
入
込
が
大

き
く
伸
び
た
こ
と
や
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

タ
イ
の
入
込
も
前
年
度
を
上
回
っ
た
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
須
川
支
配
人

は
入
込
の
少
な
い
韓
国
を
含
め
た
広
い
地

域
か
ら
の
誘
客
や
道
内
客
に
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
え
る
か
が
課
題
で
あ
り
、

今
後
の
展
開
と
し
て
ク
ル
ー
ズ
船
の
個
人

ツ
ア
ー
客
の
誘
客
に
力
を
入
れ
た
い
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
後
は
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

年
間
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
7
月
19
日

に
土
曜
授
業
の
現
地
視
察
を
緑
陽
中
学
校

で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
観
日
で
、
保
護
者
が
多
数
来

校
さ
れ
て
い
る
中
、
各
委
員
は
時
間
の
許

す
限
り
複
数
の
ク
ラ
ス
の
授
業
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

活
発
な
授
業
の
状
況
や
、
パ
ソ
コ
ン
を

活
用
し
た
理
解
し
や
す
い
授
業
な
ど
充
実

し
た
様
子
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

授
業
参
観
前
に
は
、
校
長
か
ら
土
曜
授

業
実
施
に
至
っ
た
主
旨
や
経
緯
な
ど
の
説

明
を
伺
い
、
各
委
員
が
質
問
を
し
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　

土
曜
授
業
は
、
今
年
度
の
成
果
や
反
省

を
踏
ま
え
次
年
度
以
降
も
実
施
と
な
る
よ

う
で
す
が
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
委
員
会
と
し
て
把
握
に
努
め
ま
す
。

　

8
月
18
日
、
伊
達
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

① 

「
太
陽
の
園
」
が
平
成
24
年
に
新
施
設

を
建
設
し
た
こ
と
か
ら
、
施
設
の
概
要

や
施
設
設
備
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て

② 

伊
達
市
役
所
で
は
障
が
い
者
福
祉
政
策

に
つ
い
て

③ 

障
が
い
が
重
く
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
た
い
と
の
思
い
を
実
現
し
た

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
野
ぶ
ど
う
」
に
つ

い
て

④ 

障
が
い
の
あ
る
方
に
作
業
や
日
中
活
動

の
場
を
提
供
す
る
「
ふ
み
だ
す
」
の
就

労
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
や
在
宅
者
入

浴
支
援
事
業
「
伊
達
湯
っ
た
り
館
」
に

つ
い
て

現
地
調
査
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
し
た
。

　

行
政
の
支
援
に
加
え
、
住
民
の
理
解
と

就
労
の
場
を
提
供
す
る
企
業
の
理
解
が
障

が
い
の
あ
る
方
に
と
っ
て
地
域
で
暮
ら
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

▲ケアホーム「野ぶどう」で視察を行う様子

▲緑陽中学校で土曜授業の説明を受ける様子

平
成
26
年
度
補
正
予
算
審
査

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ
い
て
、
今
ま
で
基
金

積
立
は
150
万
円
か
ら
300
万
円
だ
っ
た
が
、
今
年
１

千
万
円
と
大
幅
に
増
え
た
要
因
は
登
別
産
毛
ガ
ニ

が
好
評
と
の
事
だ
っ
た
が
、
量
が
確
保
で
き
ず
締

め
切
り
と
な
っ
た
。

　

今
後
エ
ゾ
シ
カ
肉
な
ど
の
特
産
品
メ
ニ
ュ
ー
を

増
や
す
案
や
、
人
気
特
産
品
確
保
の
策
を
た
だ
し

た
。

二　

瓶　

秀　

幸

二　

瓶　

秀　

幸

　

予
防
接
種
経
費
と
し
て
、
新
た
に
水
痘
と
成
人

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
が
追
加
さ
れ
た
。

予
防
接
種
法
で
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
と
規
定

さ
れ
財
政
負
担
も
大
き
い
。
伝
染
性
疾
病
の
予
防

な
ど
公
衆
衛
生
対
策
は
国
の
責
務
で
あ
り
、
そ
の

費
用
も
全
額
国
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
。
全
国
市

長
会
な
ど
を
通
じ
強
く
訴
え
る
よ
う
促
し
た
。

石　

山　

正　

志

石　

山　

正　

志

　

耐
用
年
数
約
15
年
と
考
え
ら
れ
た
市
民
プ
ー
ル

内
の
パ
ネ
ル
ヒ
ー
タ
ー
の
配
管
が
、
設
置
後
10
年

で
腐
食
し
漏
水
し
た
こ
と
に
よ
る
改
修
に
つ
い
て
、

利
用
者
は
水
着
を
着
用
し
て
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

こ
と
か
ら
安
全
を
第
一
に
、
プ
ー
ル
の
長
寿
命
化

や
早
期
修
理
で
経
費
節
約
を
図
る
た
め
日
常
的
な

点
検
を
き
ち
ん
と
行
う
べ
き
と
た
だ
し
た
。

渡　

辺　
　
　

勉

渡　

辺　
　
　

勉

質　

自
動
車
関
連
人
材
育
成
事
業
で
緊
急
の
雇
用

創
出
見
込
み
が
2
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
の
雇
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

自
動
車
整
備
業
務
に
１
名
、
受
付
な
ど
の
業

務
に
１
名
だ
が
、
未
経
験
者
で
あ
っ
て
も
若
く
て

意
欲
の
あ
る
方
や
女
性
の
方
の
採
用
も
積
極
的
に

行
い
た
い
。

高　

橋　

正　

美

高　

橋　

正　

美
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主な議会活動状況（平成26年 7 月～ 9月）
日 曜日 行　　　事
７月
1 火 総務・教育委員会
2 水 議会運営委員会
4 金 平成26年第 4回登別市議会臨時会
8 火 市民・前進会派視察（11日まで）
12 土 公明党会派視察（15日まで）
14 月 市政クラブ21会派視察（17日まで）
18 金 議会運営委員会
19 土 総務・教育委員会
28 月 議会運営委員会
８月
5 火 生活・福祉委員会
12 火 議会運営委員会
18 月 生活・福祉委員会行政視察
20 水 清新会派視察研修
22 金 生活・福祉委員会

25 月 議会運営委員会
観光・経済委員会

28 木 平成26年第 3回定例会議案説明
正副委員長会議

９月
1 月 議会運営委員会
4 木 議会運営委員会

5 金

平成26年第 3回定例会本会議「諸報告、議案提案
説明、委員会付託又は省略」
予算・決算委員会（補正予算審査・決算審査）
生活・福祉委員会

8 月 本会議「一般質問」

9 火 本会議「一般質問」
観光・経済委員会

10 水 本会議「一般質問」
議会運営委員会

11 木 本会議「一般質問」
予算・決算委員会（補正予算審査）

12 金 生活・福祉委員会

16 火 予算・決算委員会（補正予算審査・決算審査）
議会だより編集委員会

17 水 議会運営委員会
18 木 平成26年第 3回定例会本会議「諸報告、残余議案」

29 月 議会だより編集委員会
第 7回会派会長会議

平成26年第 3回定例会で可決した案件
【報告】
○ 専決処分について
○ 平成25年度健全化判断比率の報告について
○ 平成25年度資金不足比率の報告について
○ 予算・決算委員会の審査結果について
○ 生活・福祉委員会の審査結果について
○ 行政視察の報告について
○ 例月出納検査の結果に関する報告について
【議案】
○ 登別市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基
準に関する条例の制定について

○ 登別市家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の
制定について

○ 登別市放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関する
条例の制定について

○ 登別市税条例の一部改正について
○ 登別市児童デイサービスセンター条例の一部改正について
○ 登別市障害者地域活動支援センター事業条例の一部改正につい
て

○ 登別市教育委員会委員（堅田裕氏）の任命について
○ 登別市固定資産評価審査委員会委員（柴山徳雄氏）の選任につ
いて

平成26年度補正予算
○ 平成26年度登別市一般会計補正予算（第 4号）について
○ 平成26年度登別市一般会計補正予算（第 5号）について
【意見書案】
○ 2015年度予算（介護）の充実・強化を求める意見書について
○ 林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求め
る意見書について

○ 電気料金再値上げの撤回を求める意見書について
○ 「危険ドラッグ（脱法ハーブ）」の根絶に向けた総合的な対策
の強化を求める意見書について
【その他】
○ 予算・決算委員会の閉会中の継続審査の申し出について

第８回　議会フォーラム

議案の賛否状況議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

登別市税条例の　
一部改正について

石山、上村
木村（俊）、工藤
佐藤、杉尾
高橋、成田
二瓶、沼田
松山、村井
山口、米田

佐々木
渡辺 可決

次回の第 4回定例会は12月 5 日からの予定です。

※議会・常任委員会活動、会派視察などを掲載しています。

　平成26年度の議会フォーラムは、市内の高校生と専
門学校生たちから、問題提起や提案等を内容とした質
問を頂き、私たち議員が気づかないことや学生たちが
考えていることを模擬議会形式で意見交換し、今後の
まちづくりへの参考と活用に結び付けることを目的と
して開催します。
▶日時・場所　11月13日㈭　16時から
　　　　　　　登別市役所　議場
▶テーマ　『言わせて‼』
▶各学校の質問項目
　•日本工学院北海道専門学校
　　「子供の貧困について」
　•北海道登別青嶺高等学校
　　「市内バスの運行及びバス停前横断歩道について」
　　「学校の老朽化対策、主に冬期間の暖房について」
　•北海道登別明日中等教育学校
　　「少子高齢化について」
　　「市内施設について」
※ 今年度の議会フォーラムは議員と生徒・学生たちと
の意見交換の場となるため、当日来られる市民の方
はフォーラムを傍聴する形での参加となりますので、
ご了承ください。
※お申込みは不要です。直接会場にお越しください。
▶お問い合わせ　議会事務局　総務グループ

登別市議会事務局
☎85‒9220　ファクシミリ 85‒0018
メールアドレス gikai@city.noboribetsu.lg.jp
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